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新新VERAVERA解析システム解析システム
VEDAVEDAの現状の現状

官谷幸利（国立天文台）官谷幸利（国立天文台）

VERAVERA解析ソフト解析ソフトWGWG

VEDA: VERA Data AnalyzerVEDA: VERA Data Analyzer

VERAVERA解析システムの全体像解析システムの全体像

相関生データの管理相関生データの管理------CODA DBCODA DB（昨年）（昨年）

相関データ一次処理（遅延追尾補正、相関データ一次処理（遅延追尾補正、2B2B位相較正）位相較正）

データ較正～データ較正～mappingmapping
アストロメトリ解析アストロメトリ解析

解析結果管理解析結果管理------解析結果解析結果DBDB（昨年）（昨年）

相関データ一次処理～相関データ一次処理～mappingmapping、アストロメトリ、アストロメトリ

現在現在VERAVERAでは、では、AIPSAIPSを用いた処理による、を用いた処理による、VERAVERAデータデータ
解析の解析のknowknow--howhow蓄積が優先的。→倉山、今井蓄積が優先的。→倉山、今井

得た得たknowknow--howhowを反映できる、を反映できる、新規ソフト新規ソフトVEDAVEDAの開発の開発
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VEDAVEDA開発の基本方針開発の基本方針

大量のデータ、パイプライン処理大量のデータ、パイプライン処理
→迅速で柔軟な対応が可能なソフトウェアが必要→迅速で柔軟な対応が可能なソフトウェアが必要

データ処理部は新規開発データ処理部は新規開発
AIPSAIPSの問題の問題

とくにとくにuvwuvwデータ関係が単精度データ関係が単精度

内部データ格納方式が複雑すぎ、手を加えることは非常に大変内部データ格納方式が複雑すぎ、手を加えることは非常に大変

フロントエンド整備も大掛かりなものが必要フロントエンド整備も大掛かりなものが必要

開発中の開発中のAIPS++AIPS++に途中参入するより、自社開発で、制に途中参入するより、自社開発で、制
御・サポートを迅速にできる体制を。御・サポートを迅速にできる体制を。

現状は現状はAIPSAIPSによる解析でのによる解析でのknowknow--howhow蓄積と並行。蓄積と並行。
漸次漸次VEDAVEDAに移行。に移行。

環境環境

OSOS：現在は主に：現在は主にAIX 5.XAIX 5.X、、LinuxLinux
データ処理部分はデータ処理部分はC++C++で。で。

数値計算ライブラリ、測地ライブラリ等では数値計算ライブラリ、測地ライブラリ等ではFortranFortranもも
CODA F/SCODA F/Sとのインターフェースとのインターフェース

I/OI/OライブラリライブラリCCcodaCCcodaの開発、検証はほぼ終了。の開発、検証はほぼ終了。

UI: AESUI: AES開発による開発によるJavaJavaアプリのアプリのGUIGUI
標準の通信、標準の通信、GUIGUIインターフェースが豊富で、多くの種類インターフェースが豊富で、多くの種類
のマシンで動くのマシンで動く

できるだけプラットフォームに依存する部分を減らせるよできるだけプラットフォームに依存する部分を減らせるよ
うにうに

クライアント・サーバ方式で、解析用クライアント・サーバ方式で、解析用Linux/UnixLinux/Unixサーバをサーバを
JavaJavaが動くマシンから動かせるように。が動くマシンから動かせるように。
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GUIGUIの例の例
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GUIGUIの例：の例：FlaggingFlagging

VEDAVEDAユニット開発状況ユニット開発状況
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データ形式：データ形式： CODACODA
三鷹相関器のデータ出力形式である三鷹相関器のデータ出力形式であるCODACODAファイルファイル
システム（システム（CODA F/SCODA F/S））

CODA F/SCODA F/SののI/OI/Oライブラリ：富士通によるライブラリ：富士通によるcfscfsライブラリライブラリ
CODACODA特有の部分に強く依存した関数群特有の部分に強く依存した関数群

I/OI/OライブラリライブラリCCcodaCCcodaリリースリリース
cfscfsライブラリのラッパ。ライブラリのラッパ。

抽象化されたライブラリ関数を多数準備抽象化されたライブラリ関数を多数準備
uvwuvw、、visibilityvisibility、観測情報、局情報、天体情報、観測環境、スケ、観測情報、局情報、天体情報、観測環境、スケ
ジュール、相関器アプリオリジュール、相関器アプリオリ……。。

VEDAVEDAツールはツールはCCcodaCCcodaを介してを介してI/OI/Oを行い、データを行い、データI/OI/O部部
特有の構造に依存しないように作る。特有の構造に依存しないように作る。
将来的には将来的にはCCCCcodacodaに、に、FITSFITSに対するインターフェースラに対するインターフェースラ
イブラリを整備したいイブラリを整備したい
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VEDAVEDAの構成の構成

共通機能共通機能
データ処理用ワークスペース生成データ処理用ワークスペース生成

コマンド･パラメータ設定用コマンド･パラメータ設定用GUIGUI
クライアントクライアント--サーバーシステムサーバーシステム

ヒストリヒストリShellShellスクリプトの生成と履歴管理機能スクリプトの生成と履歴管理機能

データアクセス部データアクセス部：：CCcodaCCcoda
一次処理一次処理部部は実装済。テスト中。は実装済。テスト中。

遅延追尾補正遅延追尾補正((uvwuvw再計算再計算))
大気モデル詳細化のチューンアップ中大気モデル詳細化のチューンアップ中

2B2B位相較正位相較正

VEDAVEDAの構成の構成

イメージング部イメージング部のの第一次実装予定第一次実装予定機能機能
イメージングメインストリームイメージングメインストリーム

バンドパス補正バンドパス補正
ドップラー補正ドップラー補正

フリンジフィッティングフリンジフィッティング
位相補償位相補償
SelfSelf--calibration & imagingcalibration & imaging

サポート部サポート部
振幅較正振幅較正
flaggingflagging
データプロットデータプロット
周波数積分周波数積分
時間積分時間積分
DIRDIR10001000系系--20002000系変換系変換

……
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VEDAVEDAユニット開発状況ユニット開発状況

SummarySummary

開発状況開発状況
VEDAVEDAデータアクセス部データアクセス部((CCcodaCCcoda等等))については、第一次については、第一次

の開発がほぼ完了の開発がほぼ完了

AESAESによるによるGUIGUI部は仕様に従い動く。部は仕様に従い動く。

一次処理部テスト中。一次処理部テスト中。

イメージング部の未コーディング部のコーディングと、既にイメージング部の未コーディング部のコーディングと、既に
コーディングが進んでいる部分の検証を、コーディングが進んでいる部分の検証を、AIPSAIPSによるによる
knowknow--howhowを取り込みながら進める必要がある。を取り込みながら進める必要がある。

専門研究職員公募専門研究職員公募

位置天文解析部分についてはまだこれから。位置天文解析部分についてはまだこれから。


